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研究要旨 

【目的】ベーチェット病の皮膚粘膜症状は初発時より生じ長期間にわたり継続する症状で

ある。皮膚粘膜症状を早期に診断することはベーチェット病の早期治療のために重要であ

る。皮膚粘膜病変の臨床的な特徴を明らかにし、診療ガイドラインを作成する。【方法】

PubMed および国内論文からベーチェット病に関する文献を検討し、治療について評価し

た。さらにエビデンスの少ない治療に関しては皮膚粘膜病変分科会で評価を行い、推奨度を

決定した。【結果】皮膚粘膜症状の治療に関する 26 のクリニカルクエスチョンを作成し、評

価した。アルゴリズムを作成し、国内および海外向けの皮膚粘膜診療ガイドラインを作成し

た。 

 

ベーチェット病には様々な皮膚症状を生

じ、再発を繰り返しながら長期間継続する。

口腔アフタや結節性紅斑は有痛性であり、重

症化すると社会生活上の活動制限を生じる

など QOLの低下を招く。ベーチェット病の皮

膚粘膜症状に関して、皮膚粘膜症状に関する

概説を作成し、臨床・治療に関する質問、解

説を作成する。さらに皮膚粘膜症状の診断・

治療に関するアルゴリズムについて解説す

る。 

 

B. 研究方法 

ベーチェット病の皮膚粘膜症状の診断・鑑別

診断・治療に関してのエビデンスにもとづく

解析や報告は少ない。皮膚粘膜症状の診断・

治療を検討する分科会を設け、その概説を作

成し、診断・鑑別診断・治療についてクリニ

カルクエスチョンを作成し、治療のアルゴリ

ズムの作成を試みた。 

 

C. 研究結果 

皮膚粘膜症状の治療に対する25クリニカ

ルクエスチョンを作成し各々のエビデンス

レベル、推奨度を決定した。以下結果につい

て述べる（図1－5）。 

アフタ性口腔潰瘍の治療は、ステロイド

外用が主体であり、粘膜保護薬、コルヒチン、

ステロイド全身投与が推奨される。ステロイ

ド外用、コルヒチンはエビデンスレベル１～

2である。アプレミラストは使用が推奨され

る。TNF阻害薬は、適応を慎重に考慮しつつ、
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選択肢の一つとして提案される。 

外陰部潰瘍に対してもステロイド外用、全身

投与が治療として提案される。コルヒチンは

エビデンスレベル１であり投与が推奨され

る。 

結節性紅斑は、皮膚症状の中で最も頻度が高

く、特徴的な臨床所見を示す。ステロイド外

用、NSAIDs、サイクリン、ジアフェニルスル

ホンを提案する。コルヒチン、ステロイド全

身投与はエビデンスレベル１であり、使用が

推奨される。 

毛包炎様皮疹に対しては、コルヒチンのエビ

デンスレベルが2であり、治療薬として推奨

される。またステロイド外用、抗菌薬は治療

薬として提案される。 

皮下の血栓性静脈炎の皮膚生検は確定診

断のために推奨される。ステロイドや免疫抑

制薬、ワルファリン、コルヒチンは血栓性静

脈炎に治療薬として提案される。 

ガイドラインでは、上記のクリニカルクエ

スチョンを提示し、分科会委員による各症状

に対する治療アルゴリズムを重症度別に提

示した。 

 

D. 考察 

ベーチェット病の症状は初発症状が炎症

反応であり皮膚粘膜症状を生じることが多

い。本年度は皮膚粘膜症状の診断・治療ガイ

ドライン（英文）を作成した。今後、海外の

ガイドラインと比較しながら、治療薬の有効

性に関して再評価を行う。 
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